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増設で排出量は目標超過パリ協定後環境省厳しく
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竜
÷
．
∴

享
　
が
W
S
L
の
ク
ォ
リ

フ
ァ
イ
ン
グ
シ
リ

ーズ（QS）

を
戦
っ
て
い

∵　る。／、

の
大
原
洋
大
選
手
（
二
〇
）
だ
。

今
年
は
豪
州
や
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
、
先

月
下
旬
、
地
元
で
開
か
れ
た
Q

S
6
0
0
0
に
出
場
す
る
た
め

ン
に
輝
い
た
米
国
の
ケ
リ
ー
・

ス
レ
ー
ダ
ー
選
手
（
四
も
の
生
涯

獲
得
賞
金
は
四
百
万
㌦
（
約
四

億
四
千
万
円
）
で
、
年
収
は
三

億
円
と
推
定
さ
れ
る
。
日
本
で

一
万
八
千
誇
以
上
。
す
で
に
約

八
千
八
百
藷
を
持
つ
大
原
選
手

は
、
Q
S
l
O
O
O
O
を
一
度

で
も
優
勝
す
れ
ば
、
C
T
入
り

が
見
え
て
く
る
。

「
電
力
（
関
連
会
社
）
の
決

定
が
轍
回
さ
れ
る
な
ん
て
。
で

も
、
大
い
に
歓
迎
で
す
」

鉄
鋼
や
石
油
な
ど
の
工
場
辞

が
並
ぶ
千
葉
県
市
原
市
の
臨
海

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
。
そ
の
一
角
に

あ
る
「
I
X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
計
画
時
は
前
身
の
東
燃
ゼ
ネ

ラ
ル
石
油
）
」
製
油
所
を
予
定

地
と
し
た
市
原
火
力
発
電
所
の

建
設
計
画
が
三
月
、
中
止
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
「
石
炭
火
力

を
考
え
る
市
原
の
会
」
の
永
野

勇
代
表
（
七
四
）
は
そ
う
語
っ
た
。

環
撞
保
護
団
体
「
気
候
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
と
、
全
国

で
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
新
設

計
画
は
四
十
七
基
。
計
画
撤
回

は
赤
穂
発
電
所
（
兵
庫
県
）
の

二
基
に
次
ぐ
二
カ
所
目
だ
。

市
原
火
力
発
電
所
は
、
関
西

電
力
の
子
会
社
「
関
電
工
ネ
ル

キ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
K
e

n
e
S
）
」
と
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル

石
油
が
計
画
。
住
民
ら
に
は

「
経
済
性
や
供
給
安
定
性
に
優

れ
た
石
炭
」
と
「
低
炭
素
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の
貢

献
」
が
強
調
さ
れ
た
。
出
力
は

百
万
駕
で
、
二
〇
二
四
年
の
運

転
開
始
を
予
定
し
て
い
た
。

計
画
が
二
年
ほ
ど
前
に
発
表

さ
れ
た
際
、
永
野
さ
ん
の
頭
を

よ
ぎ
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
1
－

七
〇
年
代
の
公
害
だ
っ
た
。
市

原
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

大
気
汚
染
で
枯
れ
た
イ
ネ
や

サ
ト
イ
モ
、
せ
ん
そ
く
な
ど
呼

吸
器
の
病
気
を
患
っ
た
人
た
ち

の
姿
…
。
住
民
た
ち
の
反
公
害

運
動
も
巻
き
起
こ
っ
た
。

そ
の
後
の
公
害
規
制
に
よ
っ

て
、
現
在
は
当
時
の
よ
う
な
大

気
汚
染
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

永
野
さ
ん
は
「
ひ
ど
い
公
害
が

起
き
た
市
原
で
、
な
ぜ
い
ま
、

石
炭
火
力
な
の
か
」
と
い
う
疑

問
が
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
。

た
し
か
に
日
本
の
石
炭
火
力

発
電
の
技
術
は
優
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
石
炭
火
力
の
C
O
2

排
出
量
は
天
然
ガ
ス
の
約
二
倍

で
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
逆
行

す
る
。
永
野
さ
ん
は
「
ど
ん
な

に
高
性
能
な
発
電
所
で
も
環
境

負
荷
は
増
え
る
」
と
考
え
、
二

月
に
市
原
市
で
学
習
会
を
開
く

な
ど
、
抗
議
の
輪
を
広
げ
た
。

そ
ん
な
中
、
計
画
中
止
が
発

表
さ
れ
た
。
I
X
T
G
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
担
当
者
は
「
設
備
に
対

す
る
要
求
や
国
の
政
策
な
ど
、

事
業
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
技
術
的
に
は
ク
リ
ア
で
き

る
が
、
採
算
を
取
る
の
が
難
し

く
な
っ
た
」
と
、
決
定
に
C
O
2

問
題
や
電
力
需
要
の
低
迷
が
影

響
し
た
こ
と
を
認
め
る
。

県
内
で
は
、
袖
ヶ
浦
市
や
千

葉
市
で
も
石
炭
火
力
の
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
「
袖
ヶ
浦
市
民

が
望
む
政
策
研
究
会
」
の
冨
樫

孝
夫
さ
ん
（
六
も
は
「
複
数
の
発

電
所
や
工
場
に
よ
る
『
複
合
汚

染
』
が
あ
る
の
に
、
環
撞
影
響

評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
は
単

独
の
事
業
所
の
影
響
し
か
評
価

し
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

永
野
さ
ん
ら
は
先
月
初
め
、

石
炭
火
力
の
計
画
が
あ
る
千
葉

市
や
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
住

民
と
「
石
炭
火
力
を
考
え
る
東

京
湾
の
会
」
を
緯
成
し
た
。
住

民
に
チ
ラ
シ
で
建
設
計
画
と
問

題
占
茎
知
ら
せ
、
一
ノ
企
業
に
計
画

撤
回
を
求
め
て
い
く
方
針
だ
。
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市
原
で
の
計
画
中
止
に
先
立

つ
今
年
一
月
、
関
西
電
力
赤
穂

発
電
所
（
出
力
百
二
十
万
鷲
、

兵
庫
県
赤
穂
市
）
で
、
予
定
さ

れ
て
い
た
燃
料
を
石
油
か
ら
石

炭
に
切
り
替
え
る
計
画
の
中
止

が
発
表
さ
れ
た
。

関
西
電
力
の
担
当
者
は
、
中

止
の
理
由
を
「
最
新
鋭
の
石
炭

火
力
と
比
べ
て
熱
効
率
が
劣
る

こ
と
や
、
関
西
エ
リ
ア
の
電
力
叫

需
要
の
伸
び
が
見
込
め
ず
、
C

O
2
削
減
対
策
の
強
化
で
、
期
待

し
た
事
業
性
が
見
込
め
な
く
な

っ
た
」
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
兵
庫
県
高
砂
市
で
電

源
開
発
（
J
パ
ワ
ー
）
が
計
画

中
の
石
炭
火
力
発
電
所
で
も
、

環
撞
ア
セ
ス
準
備
書
の
提
出
が

遅
れ
て
い
る
。
J
パ
ワ
ー
は

「
事
業
の
経
済
性
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
た
め
。
運
転
開
始
時

期
に
変
更
は
な
い
」
と
し
て
い

る
が
、
提
出
時
期
は
未
定
だ
。

こ
う
し
た
計
画
の
「
暗
雲
」

の
一
因
に
は
、
行
政
の
姿
勢
の

変
化
も
あ
る
。
中
止
さ
れ
た
赤

穂
発
電
所
で
の
燃
料
転
換
で
は

昨
年
三
月
、
兵
庫
県
が
ア
セ
ス

メ
ン
ト
で
「
C
O
2
排
出
量
を
増

加
さ
せ
な
い
こ
と
」
を
強
く
求

め
る
意
見
書
を
出
し
て
い
た
。

環
境
省
は
一
六
年
、
経
済
産

業
省
と
電
力
業
界
が
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
方
針
を
作
成
し
た

と
し
て
、
石
炭
火
力
を
容
認
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
十
一
月
の

「
バ
リ
協
定
」
発
効
後
、
再
び

厳
し
い
姿
勢
に
転
じ
た
。

現
在
の
増
設
計
画
で
は
、
三

世
界
に
逆
行
の
政
府

〇
年
度
の
石
炭
火
力
の
C
O
2
排

出
量
は
政
府
目
標
を
七
千
万
ト
ン

上
回
り
、
パ
リ
協
定
を
受
け
て

の
政
府
の
目
標
三
〇
三
〇
年

に
一
三
年
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス

2
6
％
減
」
の
実
現
が
難
し
く
な

る
た
め
だ
。
千
葉
市
で
計
画
中

の
石
炭
火
力
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
、
環
境
省
が
三
月
に
出
し
た

意
見
書
で
は
「
事
業
リ
ス
ク
が

極
め
て
高
い
」
と
、
計
画
見
直

し
を
含
む
対
応
を
求
め
た
。

欧
州
で
は
、
炭
素
税
な
ど
石

炭
火
力
が
経
済
的
に
不
利
に
な

る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
国
が

多
い
。
金
融
機
関
が
化
石
燃
料

を
使
っ
て
い
る
国
か
ら
投
資
を

引
き
揚
げ
る
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
の
動
き
も
広
が
り
、
英
国
や

フ
ラ
ン
ス
は
将
来
の
石
炭
火
力

廃
止
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
桃
井

石
炭
火
力
発
電
の

C
O
2
排
出
量
見
通
し

貴
子
・
東
京
事
務
所
長
は
「
国

際
社
会
の
危
機
感
が
、
日
本
で

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
リ
ス
ク
を
考
え
た
と

き
、
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
い
の

か
と
思
っ
て
い
る
事
業
者
が
増

え
て
い
る
の
で
は
」
と
み
る
。

だ
が
、
計
画
見
直
し
の
動
き

は
ま
だ
一
部
だ
。
一
三
年
に
稼

動
し
た
広
野
火
力
6
号
機
（
福

島
県
）
と
常
陸
那
珂
火
力
2
号

機
（
茨
城
県
）
を
運
転
す
る
東

京
電
力
フ
ュ
エ
ル
＆
パ
ワ
ー
は

「
石
炭
は
埋
蔵
量
が
多
く
て
供

給
が
安
定
し
て
お
り
、
価
格
も

安
い
」
と
評
価
す
る
。
市
原
の

計
画
を
中
止
し
た
K
e
n
e
S

も
「
石
炭
火
力
は
政
府
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
（
他
の
施
設
は
）
環

境
負
荷
を
低
減
し
っ
つ
、
続
け

て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
墓
本
計
画
に
沿

っ
て
、
経
産
省
は
三
〇
年
度
の

電
源
構
成
目
標
を
設
定
し
て
い

る
。
石
炭
火
力
を
2
6
％
、
原
子

力
を
2
0
－
2
2
％
と
高
く
設
定
す

る
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
欧
米
の
水
準
を
下
回
る
2
2

～
2
4
％
と
し
て
い
る
。

N
P
O
法
人
市
民
電
力
連
絡

会
の
竹
村
英
明
理
事
長
は
、
こ

狩
野
訂
　
－
．
端
緒
謹
繕
靴
渋
面
　
］

ル
、
N
B
A
の
王
堅
決
定
戦
「
N
B
　
た
り
九
千
四
百
十
四
万
三
千
㌦
（
約
　
め
ぐ
る
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米
国
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
の
サ
ラ
リ
ー
キ
ャ
ッ
プ
は
一
球
団
あ
　
二
〇


